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要旨 愛知県では，外来種のカラドジョウが生息しているが，詳細な報告がない．そこで，1993-2011

年における愛知県三河地方の採集記録と，文献記録や聞き取り情報をまとめた．その結果，これらの

地域でカラドジョウは，7水系 9地点で確認されていた． 

 

 

 

はじめに 

 

カラドジョウParamisgurnus dabryanus（図1）は，中国，海南島，台湾，朝鮮半島，インドシナ半島を

原産にするコイ目ドジョウ科の淡水魚である．本種は全長 10-20 cm で，外観はドジョウ Misgurnus 

anguillicaudatus に類似するが，それよりヒゲが長く，尾柄部の体高が高いこと，ドジョウに見られる尾鰭

基底上部の暗色斑がないか，あっても不明瞭なことで区別される．主な生息場所は，水田や農業用水路，

河川の緩流域である（多紀 2008）．日本では兵庫県などにおいて確認され始めたが，その正確な侵入

時期は不明である（Oliva & Hensel 1961）．本種は現在，青森県から山口県の各地で生息が確認され，

少なくとも宮城県，茨城県，埼玉県，群馬県，長野県，静岡県，栃木県，岐阜県，滋賀県，香川県，愛媛

県では定着している（多紀 2008，清水・高木 2010，向井ほか 2011，国立環境研究所 2012）．本種

は，食用，観賞魚またはその餌として利用されており，これらの逸出や遺棄，ドジョウ種苗への混入などに

より各地に拡がったとされている（多紀 2008，国立環境研究所 2012）． 

カラドジョウは，「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（いわゆる「外来生物

法」）により『要注意外来生物』に指定されている（環境省 2012）．また，愛知県では『自然環境の保全及

び緑化の推進に関する条例』で，生態系への影響があることから野外に放つことは禁止されている（愛知
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図 1．カラドジョウ（上：豊川水系産，下：柳生川水系産）． 

県 2012）．この条例施行後に，谷口（2012）は，外来種を取り扱った「ブルーデータブックあいち 2012」

の中で，カラドジョウの出現状況を簡単に報告している． 

著者らは，愛知県で 1993 年ごろから，三河地方を中心に淡水生物の調査を行なってきた．（浅香・森 

1999，木村・浅香 2004，長谷川ほか 2005，森・浅香 2008，森澤ほか 2009，鳥居 2009，浅香 

2010，浅香・鳥居 2010a，2010b，2011，浅香ほか 2011，浅香・鳥居 2012，小森ほか 2012，鳥居ほ

か 2012）．その一環として本稿では，愛知県下における水生生物の基礎情報を蓄積するため，三河地

方における外来種カラドジョウの分布状況について現地調査を行ない，文献や聞き取り情報とあわせて

その出現記録についてとりまとめた． 

 

 

結果 

 

1）現地調査 

1993年から 2011年に，三河地方で，タモ網により採集を行なった．その結果，5水系 5地点でカラド

ジョウを確認した（図 2）．以下に地点別に採集時の状況を示す． 

St.1（刈谷市）；2010年 10月 10日に境川水系の水路で本種の成魚 1個体を確認し，合わせて在来

種のドジョウ約 10個体を採集した．当地は，水田中を流れるコンクリート三面張り水路であり，その底質は

泥であった．周辺には，観光地にもなっているカキツバタ群落が形成されている．  

St.2（安城市）；2011年 4月 6日に矢作川下流のワンドで本種の成魚 1個体を採集した．ここでは，ド

ジョウは確認されなかった．当地は，河畔林の中にある長さ約 6 m，幅約 1 mの楕円形のワンドで，その

底質は泥であった．川岸には河川敷公園がある． 

St.3（幸田町）；2008 年 9 月 14 日に拾石川中流域で，本種の成魚 1 個体を採集した．ここではドジョ
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図 2．カラドジョウが確認された地点（●は採集記録，△は文献記録や聞き取り情報）． 

ウは確認されなかった．当地は，水田に沿って流れる幅約 10 mの小河川で，その底質の大部分は礫で

あったが，流れの緩やかな場所には，泥が溜まっていた．当地の周辺には，民家が点在している．  

St.4（豊橋市）；2009 年 7月 22 日に豊川本流の下流で本種の成魚 1個体を採集した．ここでもドジョ

ウは確認されなかった．当地は，感潮域であり，満潮時には川幅が約 150 mになるところであるが，採集

時は，干潮時で葦原の中に幅約 50 cm の細流となっており，その底質は泥であった．対岸には，大きな

公園がある． 

St.5（豊橋市）；2005年 7月 17日に柳生川水系富田川で本種の成魚 2個体とドジョウの成魚 3個体

を採集した．当地は，住宅街を流れるコンクリート三面張り水路で，その底質は泥であった． 

 

2）文献調査および聞き取り調査 

5水系 7地点で確認された．以下に地点別に情報をまとめる． 

文献情報－St.6（安城市）；1997年 6月 24日に猿渡川水系吹戸川で本種 1個体（サイズ不明）が記

録された．（安城市史編集委員会 2005）． 

文献情報－St.7（安城市）；1998年 7月 27日に高浜川水系半場川周辺で本種 1個体が記録されて

いた． 
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この 2 地点の情報は，安城市史編集委員会（2005）に基づくもので，いずれの地点においてもドジョウ

の記録はない． 

その他の文献情報として，谷口（2012）には，三河地方 4 地点での記録がある．これらは，筆者らや，

地村氏または池竹氏の情報（後述）によるものである．すなわち，谷口（2012）における「水路（碧南市）」，

「矢作川のワンド（安城市）」，「水路（刈谷市）」，および「拾石川（幸田町）」は，本稿の「St.8もしくはSt.9」，

「St.2」，「St.1」， および「St.3」に同じである． 

聞き取り情報－St.8（碧南市）；2011年 7月 26日に高浜川水系長田川につながる水路で本種 2個体

と，ドジョウ数個体が採集された（地村佳純 私信）．筆者らはこの聞き取り調査の後に，追跡調査のため

に現地を訪れたところが，ドジョウ数個体は採集されたものの，カラドジョウは確認できなかった．当地は，

幅約 1 mのコンクリート三面張り水路で，その底質は泥であった． 

聞き取り情報－St.9（碧南市）；2008年 8月 31日に高浜川水系油ヶ淵につながる水路で本種 2個体

が採集された（池竹弘旭 私信）．ここではドジョウは確認されなかった．筆者らの追跡調査では，カラドジ

ョウおよびドジョウを確認することはできなかった．当地は，幅約 1 m のコンクリート三面張り水路で，その

底質は泥であった． 

 

 

考察 

 

愛知県三河地方でカラドジョウが確認されたのは，筆者らによる採集記録，文献記録と聞き取り情報に

より，合計 9地点であった．しかし，今後，農業用水路などの小規模水域の調査を精査すれば，本種の確

認地点と確認個体数は増える可能性が高い．また，本種は，季節的に生息場所を移動している可能性が

指摘されており（金尾・上野 2005，加納ほか 2007），水路や河川を通じて分布を今後さらに拡げる可能

性がある．そのため，正確な生息状況の把握には継続的なモニタリングが必要である．なお，本種は在来

種のドジョウと外観が類似し，調査の際に混同される危険性があることから，その同定には慎重を期する

必要がある． 

カラドジョウの愛知県三河地方への侵入経路については不明である．筆者らがカラドジョウを採集した

場所の周辺には，ドジョウ養殖やドジョウ料理店がないため，少なくともその周辺では食用関連施設から

の逸出が由来とは考えられない．一方で，筆者らは，調査範囲内にある複数のペットショップにおいてカ

ラドジョウが「カラドジョウ」または「ドジョウ」の表記で観賞用として，また餌用ドジョウに混入されたことを確

認している．また，本種は，釣り餌の中に混入することがある（平島 2006，丹羽 2011）．今回，カラドジョ

ウが確認された場所は，平野から丘陵部にかけての公園や田畑付近などで，人の活動が比較的活発な

場所であったことから，飼育個体などの放流（遺棄）があったのではないかと推察している． 

なお，カラドジョウの記録標本として，St.1，St.4，および St.5で採集された 4個体のうち各地点の 1個

体を液浸標本としている．これらの標本については，現在，外来種にかかわる啓蒙活動に使用中であり，

使用後にはしかるべき博物館等に登録標本として寄贈する予定である． 
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Abstract The occurrence of an exotic species Paramisgurnus dabryanus (Pisces: 

Cobitidae) in Aichi prefecture was reported based on field surveys in the Mikawa district 

between 1933 and 2011, cited literature and personal comments. P. dabryanus was 

recorded from nine stations in seven river systems. 
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